
    　

    　

    現げん代だい語ご訳やく 我身わがみにたどる姫ひめ君ぎみ （第一巻）

    　

    水みず谷たに 悠ゆう歩ほ 訳
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        第一章

        　

        　

        　移ろいゆく四季折々の景色をつれづれと眺めるのが、姫君の心の慰めだった。

        　古歌のように空を行く月を慕っているわけではないものの、西の山の端はに目を向けると、都へと続く心の道までもが閉ざされた気分になり、その上、幾日も降りやまぬあいにくの雪に、来きし方かた行く末までもが暗くなってくる。

        　もの悲しい夕べの空の下、踏み入った跡のない雪の庭を端はし近くで眺める姫君の容姿は、この寂しい深山みやまで雪に閉じ込められている者には見えず、もったいないほどに見事である。

        　そのような姫君をいくら見ても見飽きることがなく、荒々しい風さえ恐ろしいと感じる尼君あまぎみの心延ばえが、姫君にはしみじみとありがたくも頼もしく、たとえ自分が何者なのか分かったとしても、愛情の深さが変わるわけではない。しかし、そうは言っても出自が定かではないのはやはり不安であり、心の中で人知れず深く悩んでいた。

        　何一つ不安なところのない、互いに頼り合うごく普通の人間関係が羨うらやましいと改めて思いつつ、姫君は歌を詠んだ。

        　

        いかにしてありし行方ゆくへをさぞとだに我身わがみにたどる契りなりけむ

        （何とかして自分の生い立ちを知りたいと、苦悩し続ける運命なのでしょうか）

        　

        　物思いで気が塞ふさいだ姿はまったく似つかわしくなく、他に類を見ない可憐な器量でありながら、心中で思い乱れる様は誠に不憫ふびんだった。

        　

        　幼い頃の姫君は、何でもない花や紅葉を見ても特に自分の素性に思いを馳はせることはなかったが、成長して次第に物心がつくにつれて、「心から頼りにしている尼君は自分の母親ではないかもしれない」と思うようになった。しかし、事情がまったく分からない。説教にやって来る僧都そうずの世間話や、年老いた女房たちの噂話から推察すると、尼君が出家し、この屋敷に移ってから二十年以上の月日が経たっているようだが、自分の年齢は十四、五歳なのでつじつまが合わない。

        「それならば、わたしはいったい誰の子で、尼君は何者なのだろうか」

        　姫君は悩み続けたが、相談できる相手がいなかった。

        　

        　かつてこの屋敷には姫君と親しく、いつも頼みにしていた弁べんの君という乳母うばがいたが、ある時、夫が筑前守ちくぜんのかみに昇進して西国に下ることになった。

        　弁の君はひどく嘆いたが、公務上の理由ですぐに出発することになっているため、引き留とどめるわけにもいかない。しかも、もっともらしい口実があったとしても、見捨て難い子どもたちの世話があったため、結局、夫とともに筑前国へと下っていった。

        　いつか帰ってくるだろうと姫君は待ち続けたが、数年後、ある神事の関係で国守こくしゅの任期が延長することになった。筑前守は大喜びしたが、一方の姫君は古歌に詠うたわれた「生いきの松原」のように悲しみ、いつまでも弁の君を恋しく慕い続けた。

        　

        　姫君は右も左も分からなかった幼少期に、火影ほかげの下で見た人の限りない美しさがいつまでも忘れられなかった。その面影は次第に鏡に映る自分の姿と重なり合い、容易に探し出せそうな気がするものの、そうはいってもすぐに見つかるとも思えない。

        「どのような前世の報むくいで、自分一人がこのように苦しむ宿命なのだろう。雁書がんしょの故事のように伝え聞いた話によると、どうやら両親はいずれもごく普通の身分の者だったらしい。もしその通りの素性なら、どうしてわたしは二人に見捨てられ、水底みなそこを這はい回る、足の立たない蛭子ひるこのように生きなければならないのか」

        　いくら考えても納得できる答えは出ず、その度に姫君は悲しみに沈んだ。

        「それならば、わたしを気の毒に思い、引き取ってくれる近しい縁者はいなかったのだろうか。それとも、そうした人も既に亡くなっているのか。そもそも、不幸にも両親のどちらかが他界し、ひとり親に育てられることはあるが、自分のように両親がどちらもいないことはあり得るのだろうか」

        　いくら悩んだところでどうにもならず、胸の内でひどく思い詰めていた。

        　

        　月日が重なるにつれて、姫君の容姿は光り輝くような美しさが増していった。

        　しかし、粗末な屋敷で育てなければいけないことが尼君にはとても心苦しく、心を澄まして行うべき仏道の勤めも疎おろそかになっていた。

        　出自についてほのめかされることもないため、自分から尼君に尋ねるのも小賢こざかしいと思う姫君は、ただおおらかに振る舞い、絵物語などで心を慰めたが、「それにつけても世に例のない境遇だ」と悲しく思っていた。

        　

        　姫君には、弁べんの君の次女で侍従じじゅうの君という女房が片時も離れずに仕えていた。彼女には少将しょうしょうの君という姉がいたが、父が筑前守ちくぜんのかみに任じられたのと同じ頃に、蔵人くろうどから五位に叙じょせられて肥前守ひぜんのかみになった男と結婚し、ちょうど具合がいいからと弁の君たちと一緒に晴れ晴れしく下っていってしまった。

        　残った古参の女房たちの中には、世情をわきまえ、所在ない折々に姫君の慰め相手として語り合えるしっかりとした者がいなかった。不安に感じた尼君は、ある宰相さいしょうの娘に両親がいないことを伝え聞き、気の毒に思って屋敷に迎え入れたが、この宰相さいしょうの君はいつも亡き両親を恋い慕って泣くばかりで、何とも陰鬱いんうつな有様ありさまだった。

        　

        　姫君たちが暮らしている屋敷は、音羽山おとわやまの麓にある。

        　庭に引き込まれた水も凍り付いてむせび泣くような音を立て、友としている松の風さえも雪折れの音に埋うずもれている。静謐せいひつな夜の気配に、宰相さいしょうの君は死別した両親を思い出し、悲しさに涙を流しながら歌を口ずさんだ。

        　

        雪降りて暮れゆく年の数ごとに昔の遠とほくなるぞかなしき

        （雪が降り、暮れゆく年の数を重ねる度に、過去の出来事が遠ざかってゆくのは悲しいことです）

        　

        　その歌を聞き、不憫ふびんに思った姫君は返歌を詠んだ。

        　

        過ぎにける昔のさらにかへり来こば暮れゆく年もうれしからまし

        （過ぎ去った昔が再び戻って来るのなら、きっと暮れゆく年も嬉うれしいと感じることでしょう）

        　

        　こと寄せられた姫君の歌に、宰相さいしょうの君はしみじみと涙を零こぼした。

        　一方の侍従じじゅうの君は、筑紫つくしの方にそこはかとなく心を向けていた。

        　

        思ひやる生いきの松原立ちかへりいつかあひ見る春はあるべき

        （肥前ひぜん国にある生いきの松原に思いを馳はせると、いつか家族と再会できる春はやって来るのかと不安になってきます）

        　

        　心の慰めに歌を詠み交わすのも趣おもむき深い。三人がそっと身体を寄せ合って横になると、やがて夜明けを告げる鐘の音がほのかに聞こえてきた。


        　

    

    
        第二章

        　

        　

        　ある激しい吹雪の夜更けのことである。

        　いつもとは異なる人の気配に続き、門戸もんこを叩たたく音がした。下人げにんが何者なのかと尋ねると返事が返ってきた。

        「ひどい雪がやむまでの間、この門の陰で構いませんので、しばらく笠宿かさやどりをさせてください」

        　開門と同時に大勢の人々が入ってきたらしく、立ち動く沓くつの音が姫君のもとにまで聞こえてくる。「こんな深い雪の中、いったい誰が来たのだろう」と、好奇心旺盛な若い女房たちが覗のぞき見をしながら大騒ぎし、侍従じじゅうの君も客人を意識して、大きな火取ひとり香炉こうろに薫たき物を置いて戸口で扇あおぎ始めたが、彼女たちの振る舞いは姫君の目におこがましく映った。

        　

        　曇ってはいるものの、雪と月光が混じり合いながら降ってくる風情のある空の下、簀子すのこもすべて雪に埋もれていたため、男は粗末な放出はなちいでの戸に寄り掛かっていた。並大抵の人とは異なるその見事な容姿に、いつも雪や氷に閉ざされているように感じている女房たちは、魂が消え入りそうな心地で見とれた。

        　ある幼い童わらわがやって来て姫君に告げた。

        「あちらの人の話によると、三位中将さんみのちゅうじょう殿だそうです」

        　他の女房から「静かにするように」とたしなめられたが、童は話をやめなかった。

        「どうやら、后きさきの宮の病が重いために、使いとして比叡山ひえいざんに登ったのですが、夜が更けたので急いで帰るところらしいです」

        　女房たちは胸をときめかせたものの、あいにく不釣り合いである。「病にかかっているのはどちらの宮だろう」と気になった姫君がさらに話を聞き出したところ、どうやら中宮ちゅうぐうのことらしい。

        　一方で尼君あまぎみは、「立派な身分の人が来たのに何も用意がない」と困惑していた。

        　

        　次第に明けゆく空の景色に、雪も小やみになったようである。

        　三位中将さんみのちゅうじょうは戸口に寄り掛かって口上を述べた。

        「帰途の途中、雪で往生おうじょうしていた見知らぬ我々に宿を貸していただきましたこと、誠に感謝の言葉もありません。必ずやこのお礼に改めて参上致します」

        　女房が返答するには失礼な相手であるため、尼君自身が数珠じゅずを鳴らしながらいざり出て歌を詠んだ。

        　

        人訪とはぬ岩の懸路かけぢの雪のうちにならはぬ月の影かげをみるかな

        （雪の中、訪れる者もいない岩の山道で、これまで拝見したことのない月の光のような方にお目に懸かりました）

        　

        「誠に畏れ多いことで、ご来訪を伺うかがって心底驚きました。あなたさまのような方にお訪ねいただき、お目に入れるには何ともきまりの悪い庵いおりの有様ありさまではありますが、ささやかながらおもてなしをするための準備を整えて、ご再訪さいほうをお待ち申し上げます」

        　ひどく古風ではあるが、由緒ありげな尼君の言葉に三位中将は威儀を正し、折り目正しく返答をした。

        　

        あかなくに出いでぞやられぬいにしへの名残なごりとまれる庭の月影

        （昔の人の面影が残る庭の月光を見ていると、名残惜しくていつまでも立ち去ることができません）

        　

        「身内として数に入れていただけるような者ではありませんが、これまで機会に恵まれず、ご挨拶を怠ってしまった非礼をどうかお許しください」

        　尼君に合わせた三位中将の応対もそつがなかった。


        　

    

    
        第三章

        　

        　

        　この尼君あまぎみは宮の権中納言という人の北の方だった。宮の権中納言の妹こそが三位中将さんみのちゅうじょうの母親なので二人は縁者だったが、疎遠にならざるを得ない複雑な事情があった。

        　尼君は夫が死去した後に出家し、生きているとも分からないまま、都から離れた音羽山おとわやまでひっそりと暮らし始めた。世を捨てた後も、姉妹である麗景殿れいけいでんの女御にょごとはとりわけ仲がよく、心を通わせた間柄だった。この麗景殿の女御は今の皇后宮こうごうのみやの母親であり、女御が亡くなってからは、皇后宮自身も親しい身内として尼君を慕っていた。

        　また、尼君の縁者である関白は中宮ちゅうぐうの兄であることから、嫉妬心はないものの気が引けて、関白の北の方ともあまり親しく話すことがないまま、俗世から離れて静かに仏道修行をして暮らしていた。

        　

        　帝は後宮に集まった多くの女たちを積極的に愛したが、その中で皇后宮に向けられた愛情は限りなく、並ぶ者はいなかった。帝は皇后宮のあらゆる縁者に目を掛けたいと思っていたものの、世の常として、有力な後見人がいない皇后宮は非常に苦しい立場にあった。

        　故院から後見を託された帝は、この上ない容姿の皇后宮を何とか后きさきの位に就けることができたものの、一方の皇后宮自身は、中宮に対する帝の愛情が自分より劣ることを心苦しく思っていた。その不安は的中し、一時は世人よひとが心ない噂を立てたが、中宮の父・大臣が死去した後はどうにか収まった。

        　

        　今の関白は心が広く公明正大な人となりで、皇后宮のために熱心に心を尽くす様は帝より優れていると言われるほどであった。中宮は早いうちから自分が生んだ御子みこを東宮とうぐうにしようと積極的に動いたが、関白は一切関与せず、この件から距離を置き続けた結果、最終的に皇后宮の一宮いちのみやが東宮に立つことになった。

        　皇后宮がこの上なく喜んだのは言うまでもないが、中宮の心中は何ともやり切れなかった。兄・関白とは睦むつまじい仲だとはいうものの、「もし父上が存命だったら、こんな不本意な立太子りったいしにはならなかったはずだ」と思うと非常に不愉快で憂鬱だった。

        　

        　帝には数多くの御子みこがいた。

        　皇后宮には東宮・女三宮おんなさんのみや・二宮にのみやが、中宮には三宮さんのみや・女四宮おんなよんのみやが、承香殿しょうきょうでんの女御にょごには女一宮おんないちのみや・女二宮おんなにのみやがおり、更衣こういたちにも多くの御子がいた。いずれも容姿をはじめ、優れた素質が備わっていたが、二宮と女三宮の光り輝くばかりの美しさに並ぶ者はいなかった。

        　一方、臣下の中では、関白の息子である三位中将さんみのちゅうじょうが類たぐい稀まれな容姿だと評判だった。

        　春の花や秋の月のように美しい御子たちの中でも、とりわけ女三宮の比類なき美貌は世に名高かったが、ほとんどの者はその姿を目にしたことがなく、妄想に駆り立てられた噂だったようである。

        　

        　関白は一人娘の女君を並々ならず溺愛した。もし他に娘がいたとしても女君への愛情が勝っていたに違いなく、「かけがえのない娘なので、東宮に入内じゅだいさせるつもりなのではないか」と中宮が恨めしく思うのはもっともで、気の毒な話だった。

        　我が子の三宮がいつ帝位に就くことができるのかと気を揉もむ中宮は、古歌で詠まれた「釣りする海人あま」の浮きのように不安で落ち着かず、いずれにしても解け難い兄妹の恨みだった。

        　

        　三位中将さんみのちゅうじょうは、あちこちから「ぜひ娘の婿に来て欲しい」と声を掛けられていたものの、本人にはまったくその気がなく、ひたすら女三宮に恋い焦がれていた。「夢や幻術でも構わないので、その容姿を何とかして目にしたい、声を聞きたい」と思い詰める三位中将は、色好みの方面に関心を持たず、はたから見るとひたすら生真面目で、少しも浮ついたところがなかった。しかし、並の女に限らず、侍女たちにすら興味を示さないことから、関白や北の方はどうしたものかと嘆いていた。

        　

        　二宮は世に悪評が立つほどの色好みで、野山の果てまで手を出さない女はなく、夜な夜な浮かれ歩いていた。中宮たちからも、「あまりにも軽々しい行動ではないか」と非難が上がっていたが、上品な皇后宮は我が子の諫いさめ方を知らず、そのまま放置していたので、二宮が心に任せて乱れるのも当然であった。

        　

        　三宮は兵部卿宮ひょうぶきょうのみやと呼ばれていた。

        　他の御子みこたちと比べて決して容貌が劣っているわけではなかったが、朝廷における扱いは二宮の方が遥はるかに勝っていた。若いうちから漢学の才能に非常に秀で、度を越した色好みではなく、そばに仕えている女房たちに対してさえ、滅多めったに目を掛けたり話し掛けたりすることがなかった。稀まれに気になる女がいても、とても慎重に身を処し、それほど身分の高くない相手でも人目をはばかり、気がある素振りを見せなかったため、いつも独り寝で夜を明かしていた。

        　兵部卿宮は、かぐや姫のような理想的な女を山の中や空の雲から探し出すまでは、女に興味があることを他人に知られたくなく、平凡な女と親密な関係にあると見られるのも嫌だったので身を慎んだが、人からは堅苦しい性格の人物だと思われていた。

        　二宮が、好色方面に関しては我を忘れてひたすら溺れ、みすぼらしい小屋であろうと取るに足らない海人あまの住まいであろうと、女の噂を聞くとすぐにでも足を運ばずにはいられないほどであるのと対照的で、二人の御子みこはそれぞれ異なる理由で苦しんでいた。

        　一方、東宮だけは男女関係に関しても節操を守り、無難に身を処していた。


        

        　

    

    
        第四章

        　

        　

        　三位中将さんみのちゅうじょうは年が明けると権中納言ごんちゅうなごんに昇進した。

        　青空が晴れ渡ったあるのどやかな昼時、ふと思い出した権中納言は、先日に笠宿かさやどりをさせてもらった屋敷を訪れてみようと、忍んで音羽山おとわやまに出掛けた。「もし、あの屋敷で美しい女性を見つけたらどうしよう」と、漠然とした期待に胸を膨らませる様は、あまり好ましいとは言えなかった。

        　人の出入りが多い時期は終わり、忍んで馬を走らせた権中納言は黄昏たそがれ時に夕闇に紛れるように到着した。屋敷の様子を知りたいと思って辺りを見回すと、身を隠せそうな柳の茂みが近くにあったので、木陰伝いに近寄ってしばらく聞き耳を立てていると、やがて箏そうの音が聞こえてきた。

        　場所柄のせいだろうか、何気なく爪弾かれる音色は普段、都で聞き慣れたものと比較にならないほどに素晴らしく、権中納言は心底驚いた。

        　権中納言は妹の琴ことを絶賛し、誇りに思っていたが、この演奏はそれ以上の腕前だった。

        「それにしても、とても愛らしくあどけない響きだ。しかも、奥ゆかしい揺ゆの音ねが妹と非常によく似ている」

        　思い掛けずすっかり心変わりし、近くの小柴垣こしばがきのもとに無理やり伝い寄って目を凝らすと、簾すだれが押し上げてあり、部屋の中の様子がはっきりと見て取れた。

        　五、六人の若い女房が簀子すのこまで出て来て、庭の桜の開花具合を確かめているようである。箏そうの女は柱の陰に隠れてあまりよく見えないが、零こぼれ掛かった額髪ひたいがみや髪の様子は言いようもなく美しい。「移り気な心が見せている幻なのだろうか」と思いながらじっと見つめると、何もかもがこれまで見たことのない素晴らしさである。かつて夕べの空の下、庭の前栽せんざいを見つめる女三宮おんなさんのみやの姿を垣間見かいまみしたときに尽き果てたはずの魂がまだ残っていたのか、瞬時に身体が砕けるほどの衝撃が走った。

        「これほどの美しさとは何とも恐ろしい。実は物の怪けで、正面から見ると恐ろしい形相であったらどうしよう」

        　都から離れた地で目にした光景は、現実のこととは思えなかった。

        　しばらくすると、奥から人がやって来て女房たちと何やら話をした後に簾すだれを下ろし、一緒に部屋の中に入ってしまったため、権中納言は言いようもなく残念に思った。

        「それにしても、先ほどの箏そうの女は誰なのだろう。あの尼上あまのうえに娘がいるとは聞いたことがなく、しかも宮の権中納言が亡くなって久しいが、いったい何者なのか」

        　何としても女のことを知りたいと思う気持ちが抑え切れなかった。

        　

        「このまま帰ることはできない」と思い乱れる権中納言は、以前に使った戸口に立って咳せき払いをすると、宰相さいしょうの君が応対に現れた。

        「先日、思い掛けない雪に戸惑い、無礼を働いたまま立ち去ってしまったお詫わびを早く言わなければと思っていたのですが、年初の公務に追われて何となく過ごしてしまった怠慢をどうかお許しください」

        　宰相さいしょうの君は内気な性格のため、尼君あまぎみから託された伝言を途切れ途切れに話した。

        「わざわざのご来訪、誠に畏れ多いことです。本来は主あるじが自ら接待すべきところですが、日頃から気分が優れないため、お目に懸かることを躊躇ちゅうちょしております。誠に申し訳ございません」

        　話し方やかすかな息づかいが愛らしく、権中納言は「彼女こそが箏そうの女に違いない」と思い込み、すっかり心が移ってしまった。

        「それにしても、主あるじ殿とは浅くはない縁のはずですので、わたしを親類の一人として数えてもらえないのは何とも残念なことです」

        　そう言って権中納言は歌を詠んだ。

        　

        武蔵野むさしのの古き跡あとある道ならば通かよふ心もあらましものを

        （武蔵野の古道のようにあなたと縁があるのなら、心が通い合ってもいいはずだと思いませんか）

        　

        　そこはかとなく嘆く様が見事だと思いながら、宰相さいしょうの君は歌を返した。

        　

        いかでかは通かよひもなれむ武蔵野の古野ふるのの道も行方ゆくへ知らねば

        （かつて野にあったという道を知らないのに、どうして通い慣れることができましょうか）

        　

        　やがて、尼君が数珠じゅずを古風に鳴らしながら近寄ってくる気配がしたので、権中納言は真面目な話題に変えた。

        　

        　権中納言は当たり障りのない世間話をこまごまとし続け、夜が更けても帰ろうとはしなかった。好色めいた気持ちを押し隠したまま、何とか機会を作って気になる女の身の上を聞き出したいと、当て推量で尋ねるため、尼君はすっかり困り果てた。

        「どうにも面倒なことになった。人より特に気が引ける姫君を知られてしまったとは」

        　これ以上隠し立てをすると、かえって懸想けそうめいたことになる恐れがあって具合が悪いため、とっさに作り話でごまかそうとしたものの、すらすらと話すことができなかった。

        「あの子は亡き夫が思い掛けず別の女との間に作った娘です。世を背いて山奥で暮らすわたしとしても不憫ふびんで気掛かりに思い、夫の形見として引き取って育てております」

        　上手うまく辿たどり当てた縁だと喜ぶ権中納言はこれにかこつけて、不慣れな恋心でひたすら気持ちがままならないことをほのめかしながらひどく嘆いた。

        　相手の態度に尼君は当惑した。

        「確かに世間から隠し続けるのは難しいと思っていたものの、人目の少ない、巌いわおに囲まれた場所だから大丈夫だと安心しきっていた。そもそも最後まで隠しおおすのは無理な話で、見苦しいやり方だったかもしれない。それにわたし自身、姫君が何者なのか知りたいと思っている。いずれにしても、素性が明らかになれば姫君の将来も定まるだろう」

        　尼君は改めて、これまでずっと不明で気掛かりだった姫君の因縁いんねんを知りたいと思った。

        　

        　――あの日、ひどくつらそうに思い詰める姫君の母上が気の毒で、「我が命に替えてでも」と尼君は思い乱れたが、相手の様子が尋常ではなかったため、これはいったいどういう事情なのかと尋ねることもできぬまま姫君を預かったのが事の始まりだった。「姫君を一目でも見た人は、不審に思って出自にたどり着いてしまうかもしれない」と空恐ろしく、胸がつぶれる思いで世間から隔離した。

        　なお、権中納言に対しては、姫君がまだ男女の関係を解さない年齢であることをほのめかして話を終わらせた。


        

        　

    

    
        第五章

        　

        　

        　まだ大将だった頃の関白は言葉で言い表せないほどの浮気性で、世間に惑わされぬ女はいなかった。正妻を迎えることもなく日々を過ごしたが、世の中の位階や信望を極め、関白という揺るぎない地位に就いた後は、心の赴くまま女に手を出すことができなくなってしまった。

        　見た目は落ち着いたものの、好色な心はまだ残っており、北の方をさほど愛してはいなかった。北の方の父親から託されたことを思い出すと気の毒で、昔から正妻として重んじてきたが、そうは言っても心中の愛情はそれほどでもなく、女癖が落ち着いた今はかえって夫婦仲がいいように見えた。

        　

        　今の帝と関白は、歴代の人々の中でも世の例ためしとして光り輝くばかりの容姿や学才、限りない深慮の持ち主だった。また、御子みこたちの中でも特に奥ゆかしく思慮深い皇后宮こうごうのみやを推し測ると、何の過ちもあるはずがなかったが、人の宿世すくせとは現世での行いとは無関係なのだろうか。ただ片時の夢を見たような心地で思い乱れる皇后宮の様は何にも例えようがなく、稲妻いなずまが放つ閃光せんこうのような一瞬の出来事であった。

        　

        　皇后宮は、風の噂で自分の居場所が相手に知られることもきまりが悪く、つらいことだと悩んでいたが、一方の関白は現実ではなくとも、せめて夢や幻でも構わないので、一言でも声を聞きたいと思っていた。逢瀬おうせがかなわぬ恨めしさに、関白は「誰もが岩や木になって暮らすべき世の中なのだ」と幾度となく繰り返し自分に言い聞かせたが、その思いもむなしく、皇后宮の面影ばかりが身を砕き、耐え難い思いで明かし暮らした。

        　夜とて何年も安眠できぬまま、心ならずもこの世に生き永らえてしまったが、ただどうにかして皇后宮に自分の思いを伝える機会が欲しいと人知れず心中で悩んでいた。しかし、わずかの情愛でも表に出てしまうものなので、中宮ちゅうぐうは面白くなく、いつも恨みを買っていたが、関白は「忍ぶの露つゆ」がいるとは夢にも思っていなかった。

        　

        　かつて手引きをした宮の内侍ないしも、皇后宮の不興を買って居づらくなった末に死去してしまったため、関白は心の内を伝える術すべを失ってしまった。ただ、普段の政まつりごとや帝のご機嫌うかがい、人からの要望などの折々の公務にかこつけて、「永遠に絶えぬ嘆きを分かって欲しいと」と、むなしく空を頼みにするしかなかった。

        　度重なるにつれて皇后宮も気の毒だと感じるようになり、以前に思っていたような、軽々しく扱って自分を悩まそうとする女遊びだとは考えなくなったが、だからといって浅はかな浮名を立てるわけにはいかないと、いっそう堅く決心したようだった。

        　このような事情のため、関白は一人娘の東宮とうぐうへの入内じゅだいをためらい、「皇后宮から一言でも声を聞くことができたら」と心待ちにしていたが、中宮にしてみれば何とも無情な宿世すくせであった。

        　皇后宮は日頃から遠慮深く、身近な人にさえ心の内を打ち明けることがないので、まして関白に対しては、どんな折であろうと本心を漏らすことはない。ただおおらかに振る舞う皇后宮の様は、関白にとってはまったく甲斐かいがなかった。

        　

        　関白は世の噂になっていた浮気な心もすっかり衰えて、仏道修行に心をいれ、自分の屋敷で明け暮れ一人で寂しく寝起きしつつも、「公務にかこつけてどうにか気持ちを伝えたい」と悩んでいた。彼の誠意を知った皇后宮は、人知れず以前ほど疎ましく思わなくなっていたが、それを夢にも思わない関白は、次第に成長する子どもたちのことや息つく暇のない世の政まつりごとを差し置いて胸が燃えるような恋で色づき、積年の思いに胸が砕かれていたものの、どうしようもなかった。

        　一方、帝は関白の胸中にまったく気づいておらず、「いっそう見事で素晴らしい心延ばえだ」と心から頼りにしていた。


        

        　

    

    
        第六章

        　

        　

        　父と皇后宮こうごうのみやの道ならぬ関係を知らない権中納言ごんちゅうなごんは、かつて目にした姫君の面影が我が身から離れず、いつも耐え難く、いら立ちながらあてのない音羽山おとわやまへの道を幾度も通い、ありきたりの訪問にかこつけて滅多めったにないほど行き届いた品々を贈呈した。

        　尼君あまぎみとしては、縁者である権中納言が訪問すること自体に問題はないものの、何とも不安でつらく思っていた。懸想けそうめいた態度は見せず、思慮深くしみじみと感じよく振る舞っていたが、「いつか姫君との対面を許して欲しい」と願いながら気持ちを抑えているのは明らかだった。

        「確かに、誠意のない人はあのように振る舞うことができないだろう。頼りに思わないわけではないが、姫君に関しては自分一人で判断するわけにはいかない」

        　西方浄土に行くための勤行ごんぎょうも疎おろそかになり、ただひたすら思い乱れた。

        　

        　二宮にのみやは世間の噂につけても好色以外には関心がなく、ただ明け暮れに立ち聞きや垣間見かいまみをしつつ苦しんでいた。一方で、権中納言が非常に真面目で浮ついたところがないのが面白くなく、どうにかして胸の奥底に隠しているものを見つけてやろうと影のように付き纏まとっていたため、通い詰めている音羽山にたどり着かないわけがなかった。

        　

        　二宮は、皇后宮のもとに親しく通っていた尼君とは顔見知りで、過去に何度か音羽山を訪れたこともあったが、美しい姫君がいるとは夢にも思っていなかった。

        　ある日、屋敷の様子を探らせていた者が詳細を報告した。

        「若い女性の気配がする邸宅で、権中納言殿が足繁あししげく通っているようです」

        　話を聞いた二宮は正気を失って取り乱し、すぐさま忍んで音羽山へと向かった。久し振りの訪問だったが、供人ともびとたちも場所を覚えていたため、迷うことなく現地にたどり着いた。

        　

        　権中納言の思い掛けない来訪以後、男たちと接触するのを極度に恐れた尼君は、姫君が屋敷の端はし近くに出ることも禁じたため、二宮は妬ねたましく思った。

        「その女が何者であろうと、このわたしが皇子おうじだと知れば無下むげにはしまい。それに、仮に尼君に直接恨み言を言ったところで、日頃から母や父から厳しくたしなめられている好色方面に関して聞き入れるとも思えぬ」

        　二宮は堂々と仏間の戸を押し開け、ここだと思われる部屋に侵入した。女房たちは若者から年配者までどうしたらいいか分からず、茫然ぼうぜんとしたまま互いに顔を合わせるばかりで、声を掛けることも動くこともできない。急いで灯火ともしびを扇あおいで消す者もいなかったため、部屋の中は昼間のような明るさのままだった。

        　姫君を目の当たりにした二宮はすっかり正気を失い、歌を詠みながら慕わしい物腰で近寄った。

        　

        いたづらになるべきものか双葉ふたばより標しめ結ゆひかけしもとの心を

        （双葉のような幼少期にあなたを見初そめて以来、しめ縄を掛けて誓ったわたしの恋心が無駄になっていいはずがありません）

        　

        「あなたが他の男に心を移してしまうことがつらくて耐え難いのです」

        　女房たちはそのままでいるわけにもいかず、侍従じじゅうの君が慌てて尼君を呼びに向かい、宰相さいしょうの君が几帳きちょうをずらして隠そうとしたが、二宮は慣れた様子で姫君に添い臥ふして口説き始めた。相手が美人ではなくても言い寄り慣れている二宮は、今はまして比類ない美貌の女を何としてでもなびかせようと言葉を尽くした。姫君は想像していたものと異なる男の振る舞いに気が動転し、あまりの恐ろしさに涙が止めどなく零こぼれた。

        　

        　やがて、尼君が慌てふためいた様子でいざり出て来た。しかし、とっさのことで言葉が思い浮かばず、ただ嘆息をつきながら姫君のそばににじり寄った。二宮は「面倒なことになった」と憎らしく思いつつ、いくら見ても飽き足りない姫君の容姿を、間近から漂ってくる香こうの匂いだけで心を慰めたが、彼ほどの好き者でなくても心が乱れる夜の有様ありさまだった。

        　尼君は、嘆かわしくも畏れ多いことで、どのように言い聞かせるべきかと悩んだ。

        「――恐れながら申し上げます。何とぞ今宵こよいはお引き取りくださいませ。あなたさまのお心に背く我が振る舞いは重罪に値すると存じますが、これにはしかるべき理由がございます」

        　泣かんばかりに訴えるので二宮はさすがにきまりが悪く、姫君に手を出せぬまま繰り返し後の世の逢瀬おうせまでを約束したが、姫君はただつらく感じていた。

        　尼君のおかげで、すっかり狼狽ろうばいしていた姫君の心はどうにか落ち着きを取り戻したものの、様々に思い知らされた。

        「すべては自分のつらい宿世すくせが原因で、この世で生き永らえている限りはこのようなことがまた起きるのだろう」

        　涙を零こぼす美しい姿に心を奪われた二宮は、恨んだりなだめたりしながら夜を明かした。

        　あいにく春の夜はあっという間に過ぎてしまったが、一向に立ち去ろうとしない二宮に対し、尼君は苦言を呈した。

        「大変困ったことになりました。外が明るくなりましたので、どうかお帰りください。もし、皇后宮が昨夜のことをお聞きになったら、どうおっしゃることでしょうか」

        　しかし、そう言う尼君自身もどのように説明したらいいか分からず、夢の中の出来事のように戸惑い、姫君とともに途方に暮れた。

        　

        　尼君は二宮に対して様々な誓いを立てて機嫌を取りつつたしなめて、今朝のところは何とか帰らせたものの、何もかもが恐ろしかった。

        「これはどのような因縁いんねんなのだろうか。いくら思案しても結論が出ないので、何とかして今日中に皇后宮に報告をしたいが、紛失する懸念がある文ふみは具合が悪く、参内さんだいするにもここからでは遠すぎていつ到着するか分からない。いったいどうしたものか」

        　動揺する尼君は思い悩んだ末、手紙に一部始終を子細に記した上で厳重に封をし、皇后宮に仕える宮の宣旨せんじという女房のもとに使者を遣わした。その後も落ち着かず、仏道修行にも身が入らずに茫然ぼうぜんとしていた。


        　

    

    
        第七章

        　

        　

        　宮の宣旨せんじは手紙を受け取ると、すぐさま皇后宮こうごうのみやのいる上の局つぼねへと向かった。しかし、あいにく局には帝をはじめ、二宮にのみやや女三宮おんなさんのみやまでいるために渡すことができない。帝たちは日が暮れてもなお、会話などをして局から退出しようとしないので、宮の宣旨は「急用だと言われていたのにどうしたものか」と困惑したが、事情を知らない皇后宮は落ち着いた様子で女三宮に琴ことを教えていた。

        　

        　二宮は日が暮れるにつれて姫君の面影が身体から離れず、ひどく胸が苦しかったために急いで退出しようとしたが、許可が下りなかった。その後、帝から賜った笛をその場で吹いたものの、始終上の空で何度も間違えた。

        　二宮は皇后宮と女三宮をじっと見つめながら、「美しい女は顔立ちが似通うものなのだろうか」と心が落ち着かなかった。

        　

        　やがて夕食の時間になり、帝が退出すると二宮たちも一緒に出て行ったため、宮の宣旨はようやく手紙を取り出して皇后宮に渡すことができた。

        　ひどく分厚いことに胸騒ぎしながら皇后宮が手紙を開けてみると、以前から権中納言ごんちゅうなごんが姫君に言い寄っていることをはじめ、昨夜の二宮の痛ましい振る舞いまで事細かに記されていた。読み終えた皇后宮は動悸どうきが激しくなり、非常に具合の悪いことになったと途方に暮れた。

        「二人があのような山奥にまで足を運んでいるとは思いも寄らなかった。何とかして姫君を別の場所に移さなければならないものの、急なことでどうしたものか」

        　思い悩んでいるうちに気分が悪くなり、苦しくなって横になった。

        　

        　帝が戻って来ると、皇后宮が赤くほてった顔で苦しげに臥ふしていたため、どうしたのかと心配して取り乱した。皇后宮は二宮を引き留とどめるために、体調が悪い振りをしたまま急いで自分の殿舎でんしゃへと下がり、いつも以上に話し掛けて離さなかったので、二宮は外出を諦めざるを得なかった。

        　皇后宮の病の噂は関白の耳にも入り、ひどく胸を痛めた。大丈夫なのかと気を揉もむものの、馳はせ参じるわけにもいかない。動揺する心中を隠したままさりげなく権中納言を呼び、「一大事なのですぐに見舞うように」と自分の名代みょうだいとして遣わした。

        　

        　このままでは極めて具合が悪いと悩んだ皇后宮は、宮の宣旨の里に姫君を移すことにした。確かに不安ではあるものの、姫君はまだ若く、他人が出自を詮索するような容姿ではないので、何とかごまかし切れるはずである。しかも宮の宣旨と尼君あまぎみ以外に、姫君がこの世にいることを知る者はいない。

        　ただ、姫君本人が自分の素性について疑念を抱くのは不本意で、恋しく気掛かりなのに直接世話をすることができないのがひどく悲しかったが、そうは言っても不都合なままで放置しておくわけにはいかない。すべてを忘れて夜のうちに牛車を用意し、宮の宣旨を音羽山おとわやまへと遣わした。


        

        　

    

    
        第八章

        　

        　

        　姫君が様々に思い悩んで過ごしていたところ、夜更けになって牛車がやって来たが、それが皇后宮こうごうのみやに仕える宮の宣旨せんじだとは知る由もなかった。

        　整った身なりをした恰幅かっぷくのいい女が落ち着いた様子で車から降りてきて、姫君に向かって「さあ、早く車にお移りくださいませ」と告げた。今に始まったことではないものの、とにかく事情がまったく飲み込めず、どこに行くのかも分からないことに姫君は当惑した。

        　尼君あまぎみは、姫君に同行するのは最小限の若い女房だけと決め、宰相さいしょうの君と侍従じじゅうの君ともう一人を選出した。しばらく会えないつらさを改めて思い知って悲嘆に暮れたが、自分が一緒にいると色々と不都合なので諦めるしかない。これが永遠の別れになるかもしれないと、泣きながら歌を詠んだ。

        　

        あす知らぬさらぬ別れのま近きにこの世ながらや君を恋こふべき

        （明日まで生きられるかすら分からない身の上なのに、この世にいながら、別れたあなたを恋い慕わねばならないのでしょうか）

        　

        　鼻をかみながら嘆き悲しむ尼君に、姫君は歌を返した。

        　

        ありながら隔へだつる仲を知らずしてさらぬ別れを慕ひけるかな

        （生きていながら離ればなれになってしまう宿世すくせだとは知らぬまま、死ぬまでそばにいるつもりで慕っておりました）

        　

        　容姿をはじめ、際立った姫君の美しさは高貴で愛らしく、髪や頭の形も光るばかりに素晴らしい。宮の宣旨は飽きることなく、しみじみと見つめたが、誰の指示でどこに行くのか尋ねることもなく、ただ茫然ぼうぜんと涙にむせぶ様は世慣れしていないように思えた。

        　

        　姫君たち一行は夜がすっかり明けた頃に、都にある宮の宣旨せんじの里に到着した。

        　いつの間に用意したのか、美しく整えた立派な帳台ちょうだいの中に姫君は下ろされて、丁重に扱われた。これまで見たことのない華やかで見事な部屋のしつらいに、姫君は見知らぬ世に生まれ変わったような心地がして、ただぼんやりと眺めた。

        　自分の母親ではないかと思われる人については、物心がついてから一度も見聞きする機会がなく、生死すらはっきりしないまま、ずっと「今もこの世にいるのだろうか」と悩んでいたため、宮の宣旨がその人なのだろうか、それとも違うのだろうかと明け暮れ思い乱れたが、誰も本当のことを教えてくれない。

        　都へと移る道中、「親元に引き取られるのではないか」と期待していたものの、実際は落ち着かない都住まいで何もかもが甲斐かいのない日々に、つらい身の上だと嘆き続けた。


        　

    

    
        第九章

        　

        　

        　皇后宮こうごうのみやは特にこれといった病ではなかったため、少しずつ快方に向かった。安心した二宮にのみやは慌てて音羽山おとわやまへと向かったが、姫君は既に立ち去った後だった。

        　いら立ち、泣きながら恨み言を並べると、尼君あまぎみは素知らぬ振りで答えた。

        「大変申し訳ございません。このような年にもなって、身分の低いあの子のことで嘘うそつきだと思われるのは不本意なのですが、かつてこの山里の主あるじだった者から密ひそかに託された娘で、つれづれの慰めのために探し出して引き取り、十年ほど一緒に暮らしておりました。思い掛けずあなたさまの目に留とまりましたが、あえてお断りするつもりはありませんでした。しかしながら、あの日はたまたま母に当たる者の命日で、供養などをしていたためにつらそうにしているのを不憫ふびんに思い、つい差し出がましいことを申し上げてしまいました。翌日、あなたさまが思い出してくれるかもしれないと心待ちにしていたようですが、手紙なども届かないために悩んでいたのかもしれません。その夜から、あなたさまもお会いになった二人の女房と一緒に行方不明となりましたので、ひょっとして都の方に誘う男がいたのか、もしくはあなたさまが再びいらっしゃってお連れになったのかと思っておりました。わたしは元から愚鈍なため、わざわざ探して行方を突き止めようともせず、返す返す不思議なことだと思ったまま日々を過ごしておりました」

        　このように言われてしまっては、二宮も返す言葉がない。

        「思いの丈を何度も訴えたのを頼みにしていたからこそ、御前ごぜんに呼ばれて訪問する隙がなくても、あえて文ふみを届けさせなかった。しかも折が悪いことに母上が片時も離そうとしなかったため、なかなか退出できなかった。だが、翌日に遣わした使者に対して物忌みを理由に帰らせながら、このようなことになっている気配すら見せなかったのはどういうことか」

        　悩み続ける二宮は自分の浅はかさを痛感する一方、尼君の薄情さをひどく嘆いた。

        　だからといって、行方を知っていようといまいと、尼君に恨み言を述べても甲斐かいがなく、どうしたらいいかと思い乱れ、ほろほろと涙を流した。

        「何とも申し上げる言葉がありません」

        　そう言いながら姫君のいた部屋に行くと、身に着けていた衣をはじめ、物が打ち掛けてある様は確かにあの夜のままで、他所たしょに移ったようには見えない。

        「それならば、権中納言ごんちゅうなごんと心を通じて誘われ出たのだろうか」

        　思い悩み、よよと泣く二宮は帰ることもできなかった。

        　慕わしい残り香がが身体から離れず、面影が寄り添い、ただ脱ぎ捨てたままに見える襲かさねをそっと引き寄せて色めかしく横になった。日頃から色好みをたしなめられているのにもかかわらず、ここにいるのが皇后宮に知られると非情に具合が悪いのは理解しているものの、ただ地団駄じだんだを踏み、思い乱れながら歌を詠んだ。

        　

        うち重ねなれし衣ころもの移り香に我しも消えてものをこそ思へ

        （着馴なれた襲かさねの残り香に、死んでしまいそうなほど苦しい思いをしています）

        　

        　姫君のために嘘を重ね、罪悪感にさいなまれた尼君は、「気分が優れないので失礼します」と言って部屋の隅で横になった。

        　二宮は若い女童おんなわらわを呼び寄せて、姫君がいなくなった時のことを尋ねたが、有益な情報は得られなかった。

        「よく分かりません。宮さまがいらした次の夜、牛車の音がした後にいなくなりました」

        　このように言われてしまってはどうしようもない。

        　権中納言にこのことが知られると体裁が悪いので、形見として単衣ひとえぎぬを譲り受けて屋敷を後にしたが、道中、すっかり懲りて自らの行為を反省した。

        「あまりにも行き過ぎた色好みな我が心を神仏が不快に思い、このような悲しい目に遭わせたのだろうか」

        　

        　程なく権中納言もわざわざ音羽山にやって来た。同じように行方不明であることを伝えられると、これまではやる気持ちを押し留とどめて過ごしてきた名残もなく、言葉では言い尽くせないほど悲嘆に暮れた。

        「いったいどのような因縁いんねんで、このような恋の道で心を乱すのだろう。我ながら甚だ珍しく、思い掛けない心の気まぐれで、苦しい物思いにさいなまれるのか」

        　様々に思い乱れながら歌を詠んだ。

        　

        かぎりなく見えし夕べの春の花それや契りのかぎりなりける

        （暮れ時の春の花のように、この上なく美しく見えたあなたとは、あのまま別れる宿世すくせだったのでしょうか）

        　

        　甲斐かいのないことを尼君に訴えても仕方ないので、心の中に押し留とどめて都に帰った。

        　

        　その頃、姫君は上陽宮じょうようきゅうに閉じ込められているような心地でいた。頼もしく思っていた尼君の庇護ひごから離れ、どこなのかはっきりしない場所で大切にかしずかれる日々を味気なく感じ、物思いにふけっていた。

        　屋敷の主あるじは不在のことが多く、都とは言っても人の往来が少ない場所のようだが、出入りしている人々は堅く口止めされているのか、ここがどこなのか教えてくれる者もいない。音羽山の女房たちを少しずつ呼び寄せて数が揃そろい、以前とほとんど変わらなくなったものの、自分が化け物のような気がして薄気味悪く感じていた。

        　宮の宣旨せんじは屋敷にやって来ると、いつも侍従じじゅうの君と弁べんの君の消息について詳しく話をしたが、侍従の君も相手の素性を知らないため、姫君はただ途方に暮れた様子で明かし暮らした。

        　

        明けぬ夜の夢路ゆめぢにたどる心地していつ晴はるくべき思ひなるらむ

        （無明むみょうの闇の夢路で迷っているような憂鬱ゆううつな気分は、いったいいつ晴れるというのでしょうか）


        　

    

    
        第十章

        　

        　

        　思慮深い皇后宮こうごうのみやの心には、人知れぬ関白との関係が恥ずかしくも気が引けて、これまで姫君の素性が世人よひとに知られないように対処してきた。しかし、姫君が次第に成長するにつれて、厄介な事情の身の上が言いようもない問題を引き起こすかもしれないと思うとつらく、絶えない悩みに苦しんでいた。

        　皇后宮は、しかるべき折々に宮の宣旨せんじから報告を受け、両親に会いたいと思っている姫君の心中を理解していた。一方、比類ない関白の愛情をさすがに察していたため、どうにかして関白に姫君を引き渡す方法はないかと思い巡らした。だが、秘密は必ず隠しきれないものである。たまたま関白が御簾みすの前を通り過ぎる時でさえ、「帝が自分たちの関係に感づくのではないか」と、いつも冷や汗の出る思いで、つらい宿世すくせを思い知らされていた。

        「すべて夢の中の出来事だったと思い込み、同じ世で素知らぬ顔をしたままやり過ごそうとしてきたのに、もし姫君を関白に預けたら、ますます忘れられないきっかけになってしまうかもしれない。どうにも妙案が浮かばない。二宮にのみやの好色な心や、野山に分け入ってたちまち女を見つけ出す性癖が恐ろしく、また、権中納言ごんちゅうなごんが今の居場所を探し出してしまったら困ったことになる」

        　皇后宮は塞ふさぎ込み、胸の内で苦悩し続けた。

        　

        　人目に立たぬ入内じゅだい前であったならば、これほど嘆き悲しむこともなかっただろう。関白との密通は、院の服喪ふくもの神事のために里に下がっていた際に起きた思い掛けない出来事で、紛らわすこともできない嘆かわしさに身も心も砕けてしまいそうだった。

        　ともかくもつらい宿世すくせを思い知らされ、数えきれぬほど忘却しようと努力したものの、帝の寵愛ちょうあいをもってしても忘れることができなかった。その後、何の因縁いんねんであろうか、垣根に咲く撫子なでしこのように生まれた姫君のことが心配で、我が身もはばかれる思いでいた。

        　

        憂うかりける雲居くもゐの月の契りゆゑ宿る賎屋しづやの露つゆのかなしさ

        （宮中でのつらい契りでこの世に宿ってしまった露つゆのような姫君が、賤いやしい家で暮らさなければいけない悲しさは言いようがありません）

        　

        　心労が重なったためであろうか、一時的に見えた皇后宮の病が五月頃から重くなり、はっきりとしない五月雨の下で養生に努めた。だが、暑くなるにつれて容体がさらに悪化し、息も絶えそうになったため、皇后宮は「気兼ねなく祈祷きとうなどをしたい」と、滅多めったにない里下りを申し出て退出することになった。言葉にできないほど帝が心配したのはもちろんのこと、人知れず関白も思い乱れた。

        　

        　宮中のしきたりのため、関白は皇后宮の見送りに参列できなかった。名残惜しくも悲しく思う関白は、皇后宮のためと明言しないまま、縁者たちに頼んでしかるべき山や寺で修法しゅほうなどを始めさせた。つれなく薄情な皇后宮の心だったが、「世にいる間は命の限り声を聞いていたい」と神仏に祈り、病状を案じた。

        　帝も決まりのために、皇后宮との別れをいつまでも惜しむことができなかった。既に退出を許可したにもかかわらず、「里下りを取り消して今際いまわの様を見届ける」と言って取り乱したが、周囲の人々から「夜が更けてしまいます」と諭されてようやく諦め、一行は慌ただしく出立した。

        　まだ夢の心地がして涙に暮れる帝の姿を、皇后宮は悲しい思いで見つめながら心中で歌を詠んだ。

        　

        憂うき世とはかついとはれし身のはてを人のためにも惜しまるるかな

        （つらい世だと煩わしく思っていたこの身ですが、最期の時を迎え、帝のために名残惜しく感じています）

        　

        　皇后宮は里に下った後も体調が回復せず、次第に衰弱していったため、誰もが胸を痛めた。中でも三人の御子みこたちは、今とて頼もしい後見人がいるわけではないが、まして皇后宮が死去して庇護がなくなったらと思うと心が暗くなり、どうしたらいいかと途方に暮れた。


        　

    

    
        第十一章

        　

        　

        　秋風が立つ季節になったが、皇后宮こうごうのみやは露つゆとともに消えてしまいそうな状態が続いていた。そばにいる人々は思いの限りを尽くして看病し続けたが、物思いに沈んで気が塞ふさぎ込み、古歌に詠まれたように、夕暮れに萩はぎの上を物寂しく吹く風が恨みがましい袖の露つゆのように感じていた。

        　ある日のこと、訪れる人も稀まれな里がにわかに騒がしくなり、門外から前駆ぜんくの大声がはっきりと聞こえてきた。思い掛けない関白の来訪に、東宮とうぐうや他の宮たちは心底驚いた。皇后宮も、長年の滅多めったにない好意を浅からず感じていたものの、よもやわざわざ見舞いにやって来るとは思いも寄らず、弱った心に様々な思いが去来した。

        　関白は宮の典侍すけという女房を呼んで口上を伝えた。

        「皇后宮が里に下がったと耳にして、いったいどうしたのかと気を揉もむ一方で、すぐに回復するだろうとすっかり油断しておりました。愚息ぐそくに我が名代みょうだいとして怠りなく仕えるように言いつけておきましたが、よもやこれほどの容体とは思いも寄りませんでした。本日、参内さんだいした折に、いまだに重篤じゅうとくであることを今上きんじょうが悲嘆されていたため、驚いて駆け付けた次第です」

        　人々の油断を嘆き、しかるべき祈祷きとうを勧める様は並々ならず、周りの者たちは「生まれつき称賛されるような身分なのに、誠に感心な心延ばえだ」と恐れ多く思った。

        　

        　その後、東宮と対面し、なかなか退出ができないうちに月が美しく差し昇った。少し冷ややかな風が吹く様に、関白は来きし方かた行く末に思いを馳せながら胸を痛めた。

        　皇后宮はひどく衰弱し、もはやこれが最期かと思われた。残される子どもたちの身の上が何かと気掛かりで、しかも自分で決めたこととはいえ、長年の関白の好意にまったく気づかぬ振りをしたままこの世を去るのはもの悲しく、宮の宣旨せんじを介して口上を述べた。

        「恐れ多くもこのような場所に足を運んでいただき、もはや未練のない世とはいえ、いましばらく留とどまりたいと感じています。末期まつごのひどく見苦しい姿のため、直接お話しできない無礼をどうかお許しください。長年、あなたの思いを知りつつも、言葉にしてしまうとかえって浅くなってしまいそうで、ただ胸の内に秘めていました。しかしながら、何かの機会に気づいていることをお伝えしたいと悩んでおりましたので、甲斐かいのない命とはいえ、至極残念に思っております」

        　普通の戸口ではきまりが悪いからと、母屋もやの御簾みすを下ろし、東宮のいる御前ごぜんに関白は通された。皇后宮の言葉を伝えられている間も、遠からず気配を感じたが、息も絶え絶えでひどく苦しげな様を初めて知った心中は、「火や水に飛び込むよりも苦しい」と表現するのも愚かしいほどであった。「東宮が見ているので、みっともない姿は見せられない」と自制したものの、直衣のうしの袖を顔から離すことができなかった。

        　皇后宮も様々に思いを巡らし、この上なくつらく悲しいことだと感じながら関白に語り掛けた。

        「こうしてお目にかかれたのは、どなたのご配慮でしょうか。取るに足らない我が身がこの世から消え去った後のことをお願いするのは、何ともきまりが悪い話だと承知しておりますが、どうか東宮に目を掛けていただけませんか。あなたの他に後見してくれる方がおらず、世間並みの屋敷に住むのもかなわぬ状況なのです」

        　途切れ途切れに話す様は、もはや今宵までの命だと覚悟を決めたように見えた。

        　

        　臨終を迎えると人は生まれ持った人となりも変わるのだろうか。皇后宮はいつもの遠慮深さが見受けられなかったが、死去することで密通の罪は許されるとはいえ、これまで関白から距離を置いてきたきまりの悪さから態度を改めたのかもしれない。

        　皇后宮はかつて契りを結んだ際に、関白が思い掛けず落としていった扇を香こうの唐櫃からびつの底に長年隠していたが、これに歌を一首書き付け、宮の宣旨せんじを介して本人に返却した。

        　

        漏らすなよもとのしづくの消えやらずおきどころなき草の葉の露つゆ

        （居場所がないままひっそりと生きている草の葉の露つゆのようなあの子のことを、決して口外しないでください）

        　

        「気分がひどく悪く、いよいよ最期となったようです。見苦しい姿で大変申し訳ございません」

        　そうつぶやくと、程なく皇后宮は静かに息を引き取った。

        　

        　本当に露つゆのように消えてしまったので、その場にいる誰もがうろたえたが、中でも御子みこたちが取り乱す様は筆舌に尽くし難かった。

        　関白は空を歩いているような心地を隠し、平然を装って車に乗り込んだが、すべてが現実のこととは思えなかった。

        「これが現世での宿世すくせだったというのか」

        　止めどなく涙が溢あふれ、目の前がはっきりと見えなかった。帰宅後、自分の部屋に入って扇に書かれた歌を読んだ関白は、「夢の出来事ではないか」と繰り返し思い乱れた。

        　帝も逝去の知らせを受けると部屋に閉じ籠こもった。人々は世が暗夜に閉ざされてしまった心地がして、誰もが皇后宮の早すぎる死を嘆いた。関白も「折が悪いことに病になった」と称して屋敷から出なかったが、ただ一人、中宮ちゅうぐうだけが「道理に外れた成り上がり者は長生きできぬ世の中なのだ」とほくそ笑んでいた。

        　

        　もはや取り乱しても甲斐かいがなく、何事につけても傷心を癒やすことができない関白は、すぐさま宮の宣旨せんじの里に密かに足を運び、音羽山おとわやまから都に移した時と同じように難なく姫君を自宅に引き取った。その際、姫君に母親の死を悟られぬよう、内密に服喪ふくもの用意などを指示する手際は実に見事であった。

        　

        （第一巻 了、第二巻に続く）


        


    

    
        主な参考文献

        　

        『我身にたどる姫君物語全註解』（徳満澄雄、有精堂出版）

        『我が身にたどる姫君』（大槻修・大槻福子、笠間書院）

        『我身にたどる姫君』（今井源衛・春秋会、桜楓社）

        『我身にたどる姫君―本文と校異』（平林文雄、笠間書院）


        　

        現げん代だい語ご訳やく 我身わがみにたどる姫ひめ君ぎみ（第一巻）

        水みず谷たに 悠歩ゆうほ 訳

        　

        二〇一九年二月十六日　第一版
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